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船舶事故調査報告書 

 

                             令和６年１２月１１日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 乗組員死亡 

発生日時 不明（令和６年３月２１日 ０６時３０分ごろ～０８時ごろの間）

（死亡時刻：３月２１日 １１時３４分（搬送された病院で医師によ

り死亡が確認された時刻）） 

発生場所 不明（青森県風間浦村易
い

国
こく

間
ま

漁港東方沖） 

事故の概要  漁船第二盛
せい

漁
りょう

丸は、操業の目的で出港した後、船長が落水して溺

死した。 

事故調査の経過 令和６年４月１１日、本事故の調査を担当する主管調査官（仙台事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者からの意見聴取は、本人が本事故で死亡したため、行わ

なかった。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等  

 

漁船 第二盛漁丸、１.１トン 

ＡＭ３－３５７０９（漁船登録番号）、個人所有 

６.３４ｍ（Lr）×１.９３ｍ×０.７５ｍ、ＦＲＰ 

ガソリン機関、３０kＷ（動力漁船登録票による）、平成４年３月

７日 

（写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船 

 乗組員等に関する情報 船長 ４９歳 

二級小型船舶操縦士 

免許登録日 平成２７年７月１３日 

免許証交付日 令和２年１月２９日 

        （令和７年７月１２日まで有効） 

 死傷者等 死亡 １人（船長） 
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 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 曇り、視界 良好     

海象：水温 約８℃ 

気象庁の沿岸波浪実況図によれば、３月２１日０９時の沿岸代表で

ある津軽海峡（太平洋側）（北緯４１°４０′東経１４１°４０′：

本船の発見場所から東北東方約３０海里（Ｍ））の波向、波高、風向

及び風速の状況は、波向が東、波高が２.１ｍ、風向が北、風速が

１６ノット（約８.５m/s）であった。 

 事故の経過 本船（和船型の船外機船）は、船長が１人で乗り組み、ます
．．

一本釣

り漁の目的で、令和６年３月２１日０５時３０分ごろ、易国間漁港を

出港した。 

本船と同じ漁業協同組合に所属する漁師は、０６時３０分ごろ、易

国間方面から風間浦村焼山埼北東方１.５Ｍ付近にやって来て、その

後、引き返していく本船を見掛けた。 

本船と同じ漁業協同組合に所属する別の漁師は、易国間漁港東方沖

において操業中、０８時ごろ、易国間方面に向かって西進している本

船を見掛けたが、人の姿がないように見え、不審に思い、併走して確

認したところ、無人の状態であったので、その旨を他の漁師などに連

絡した。 

無人の状態で航行しているところを発見した乗組員の１人は、本船

に移乗して操船を行い、船長の捜索活動に当たった。 

本船が所属する漁業協同組合の担当者は、本事故の発生を海上保安

庁に通報するとともに、他の僚船に行方が分からない船長の捜索を依

頼した。 

船長は、０９時１６分ごろ捜索に当たっていた漁師によって救命胴

衣を着用して仰向けの状態で漂流しているところを発見され、その

後、救助に向かった別の漁師に引き揚げられて易国間漁港に帰港し、

救急車で青森県大間町内の病院に搬送されたが、１１時３４分医師に

より死亡が確認され、死因が溺水と検案された。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

 その他の事項 本船は、船体に他船との衝突痕や船外機のプロペラにロープ等が絡

んだ形跡はなく、また、発見時、船尾甲板上には釣り竿
ざお

が立て掛けら

れていたが、漁獲物はなかった。 

本船は、船尾甲板から舷縁までの高さが約０.４ｍであった。 

船長の親族によれば、本事故当日の朝に船長と電話で会話をした際

には、変わった様子は感じなかった。 

本船が所属する漁業協同組合の担当者によれば、本事故当日は波が

やや高い状況であり、和船型の船外機船で沖合まで航行していたのは

本船のみであった。 

本船が所属する漁業協同組合の担当者は、高い波などを受けて船体
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に動揺が生じた際、船長が体のバランスを崩して落水した可能性があ

るのではないかと本事故後に思った。 

船長の携帯電話は防水型ではなく、また、本事故後、本船の甲板上

で見付かった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

不明 

不明 

不明 

船長の死因は、溺水であった。 

船長は、０６時３０分ごろ、焼山埼北東方１.５Ｍ付近で航行中の

ところを目撃された後、０８時ごろ、易国間漁港東方沖で無人の状態

で航行しているところを発見されたことから、この間において落水し

たものと考えられる。 

 船長は、本船が航行中に高い波などを受けて船体に動揺が生じた際

に体のバランスを崩して落水した可能性があると考えられるが、目撃

者がおらず、船長が死亡しており、落水した際の状況を明らかにする

ことはできなかった。 

原因 本事故は、本船が操業の目的で出港した後、船長が落水して溺水し

たことにより発生したものと考えられる。船長は、本船が航行中に高

い波などを受けて船体に動揺が生じた際に体のバランスを崩して落水

した可能性があると考えられるが、目撃者がおらず、船長が死亡して

おり、落水した際の状況を明らかにすることはできなかった。 

再発防止策 

 

今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

・小型漁船の船長は、船舶の堪
たん

航性を考慮して出港の可否を慎重に

判断するとともに、安全な航行に不安を感じる場合には出港を控

えること。 

・舷縁の低い小型船舶に乗り組む船長は、船体動揺に備えて、重心

を低くするなど、安全な姿勢を確保すること。 

・小型漁船に１人で乗り組む船長は、落水等の緊急時の連絡手段と

して、防水型の携帯電話又は防水パックに入れた携帯電話を携行

することが望ましい。 
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付図１ 事故発生場所概略図 
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